
副
市
長
に	

音
羽 

伸
彦
氏
が

新
た
に
就
任

　
松
田 

貴
仁
副
市
長
が
、
か
ね
て

よ
り
病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
令
和

７
年
２
月
23
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し

た
（
享
年
65
歳
）。

　
松
田
氏
は
昭
和
59
年
か
ら
市
役

所
に
勤
務
し
、
秘
書
課
長
や
市
長

公
室
長
を
歴
任
。
平
成
30
年
２
月

に
副
市
長
に
就
任
し
、
市
政
運
営

に
ま
い
進
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

し
、
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

問
秘
書
課
（
内
線
３
１
１
）

４月１日㈫～

市の組織を一部
変更します

　
水
道
事
業
の
大
阪
広
域
水
道
企

業
団
に
よ
る
共
同
処
理
実
施
に
伴

い
、
市
長
部
局
と
下
水
道
事
業
の

効
率
的
な
運
営
体
制
を
整
備
す
る

た
め
、
産
業
ま
ち
づ
く
り
部
を
ま

ち
づ
く
り
部
と
産
業
部
に
分
割
し

ま
す
。
主
な
変
更
箇
所
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。

問政策推進課（内線 521）

旧
組
織

部 課・室

産
業
ま
ち
づ
く
り
部

道路公園課

交通政策室

都市計画課
金剛地区再生室

広域まちづくり課
住宅政策課
農業創造課
商工観光課

上
下

水
道
部

下水道課

新
組
織

部 課・室

ま
ち
づ
く
り
部

道路公園課

交通政策室

都市計画課
金剛地区再生室

広域まちづくり課
住宅政策課

産
業
部

農業創造課
商工観光課

下水道課

「富田林市中学校給食のあり方基本方針」について　
 「富田林市中学校給食のあり方基本方針（素案）」につきまして、令和６年12月６日からおおむね１カ月間パ  
 ブリックコメントを募集し、このたび今後の方針を策定しました。

（１）基本的な考え方
①安全安心な学校給食の提供
・学校給食衛生管理基準などに準じて、衛生面や安全に配
慮した食材調達、調理や衛生管理体制の徹底に努めます。
・食物アレルギーの対応に取り組みます。
②学校給食を通じた食育の推進
・栄養バランスのとれた、変化のある献立の実現をめざします。
・富田林市内で収穫された農産物など、可能な範囲で地元
産食材の活用（地産地消）に努めます。
③ 学校活動や家庭への影響の軽減
・給食実施の環境変化に対し、学校運営や学校環境への影響を
小さくし、学校教育活動に極力支障が生じないように配慮します。
・生徒や教職員の給食実施に伴う負担の軽減を図ります。

④持続可能で効率的な学校給食の運営
・生徒数の推移に対応できる、効率的な給食実施の体制環
境を整えます。
（２）全員給食による学校給食の実施
・中学校給食においては、学校給食の意義と重要性を踏まえ、すべ
ての生徒に提供できる「全員給食」による完全給食を実施します。
・全員給食の実施にあたっては、学校間で差異が生じない
ように努めます。
（３）全員給食の提供方式
・提供方式は、デリバリー方式（民間調理場活用 H

ホ ッ ト

OT ラ
ンチボックス方式）とします。
（４）全員給食の開始時期
・開始時期は、令和８年度２学期（予定）とします。

■中学校給食のあり方基本方針（概要）
パブリックコメントの実施結果 
および基本方針についてはこちら▶

問学校給食課〔☎（69）4919〕

広報誌の配布期間が	 　
変わります
　現在、広報とんだばやしは当月の
５日までに全戸配布していますが、
５月号より、前月末までの配布に早
まります。
　５月号以降で、毎月１日までに届
かない場合は、配布事業者までご連
絡ください。
配布事業者　市シルバー人材セン
ター〔☎（33）4565〕

問都市魅力課（内線326）

松
田 

貴
仁
副
市
長
が

逝
去
さ
れ
ま
し
た

　
令
和
７
年
第
１
回
市
議
会
定
例

会
で
同
意
を
受
け
て
、
２
月
25
日

付
で
、
音
羽 
伸
彦
氏
（
56
歳
）
が

副
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
任
期

は
４
年
で
す
。

　
音
羽
氏
は
、
平
成
２
年
か
ら
市

役
所
に
勤
務
し
、
生
涯
学
習
部
長
、

市
長
公
室
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し

た
。

問
秘
書
課
（
内
線
３
１
１
）
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４月から「帯
たい

状
じょう

疱
ほう

疹
しん

ワクチン」は定期予防接種へ

　令和７年度の対象者　※対象者には、対象となる年度毎に毎年４月中旬ごろ、個別通知を実施します。　　　　　

①令和７年度に、65・70・75・80・85・90・95歳になる人および100歳以上の人、②60～64歳でヒト免疫不全
ウイルスによる免疫の機能の障がいがあり、日常生活がほとんど不可能な人（身体障がい者手帳１級または同程度）　

　ワクチンについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
実施医療機関

右図より、実施医療機関一覧をご覧ください。　　　
※入院や入所などのやむを得ない理由のため、実施医療機関で接種することができない場合は、償還払い（返
金）の制度があります。事前に手続きが必要となりますので、詳しくはお問い合わせください。
　　　

　持参するもの

マイナンバーカードや健康保険被保険者証、資格確認書、介護保険被保険者証などの住所・氏名・生年月日が記載
されている書類　※②の人は身体障がい者手帳も持参してください。

生ワクチン 組換え（不活化）ワクチン
接種回数（接種方法） １回（皮下に接種） ２回（筋肉内に接種）

予防効
果

接種後１年 ６割程度の予防効果
９割程度の予防効果

接種後５年 ４割程度の予防効果

接種後 10 年 ー ７割程度の予防効果

副反応
注射部位の発赤、かゆみ、熱感、腫れ、痛みなど。非常
にまれにアナフィラキシー、血小板減少性紫

し

斑
は ん

病
びょう

、無
菌性髄膜炎がみられることがある。

注射部位の痛み、発赤、腫れのほか、筋肉痛、疲労、
頭痛、悪寒、発熱、胃腸症状など。非常にまれにシ
ョック、アナフィラキシーがみられることがある。

費用負担額
3000円 １万円（１回あたり）

※生活保護受給世帯の人は、公費負担（無料）で受けることができます。
保健センターに事前にお問い合わせください。

接種できない人 先天性および後天性免疫不全状態の人、免疫抑制状態の人 免疫状態に関わらず接種可能

帯状疱疹は水ぶくれを伴う赤い発疹が体の左右のどちらかに、帯状に出る皮膚の疾患で
す。強い痛みを伴うことが多く、症状は 3 ～ 4 週間ほど続きます。子どもの頃にかかっ
た水痘（水ぼうそう）ウイルスが体の中で長期間潜伏感染し、免疫が低下した際などに

「帯状疱疹」として発症します。対象者は、年度内に 65 歳になる人などで、令和７年
度から 11 年度までの５年間は経過措置として、対象者を毎年度設定して定期予防接種
を開始します。接種を希望する人は、実施医療機関で予約してください。

問保健センター〔☎（28）5520〕

年齢 生年月日
65 歳 昭和 35 年４月２日生まれ～昭和 36 年４月１日生まれ

70 歳 昭和 30 年４月２日生まれ～昭和 31年４月１日生まれ

75 歳 昭和 25 年４月２日生まれ～昭和 26 年４月１日生まれ

80 歳 昭和 20 年４月２日生まれ～昭和 21年４月１日生まれ

年齢 生年月日

85 歳 昭和 15 年４月２日生まれ～昭和 16 年４月１日生まれ

90 歳 昭和 10 年４月２日生まれ～昭和 11年４月１日生まれ

95 歳 昭和５年４月２日生まれ～昭和６年４月１日生まれ

100 歳以上 大正 15 年４月１日以前生まれ

8広報とんだばやし2025年４月号



多様な背景のあるこどもたち
の声を聴きました！

問こども政策課（内線 291）

　本市では、こどもの声が大切にされ、理解・尊重される「こどもの権利条例」の制定をめざし、
こどもの声を聴くさまざまな取り組みを行っています。
　今回は、声をあげにくいと想定されるこどもたちの意見を聴くために、さまざまな施設や団体を
訪問し、対話やこどもの権利かるたなど多様な手法を用いて、こどもたちから意見を聴きました。

富田林で幸せに過ごす
ためには？

こどもが自分の環境を選べること

いろんな人の文化や違いを知る

大人がこどもの「安心・自信・自由」
を守ってくれる環境

※「声をあげにくいと想定されるこども」……不登校、障がい、海外につながりのあるこどもや社会的養護のもとに
暮らすこどもなどのこと。

条例制定に向けた
取り組みの様子に
ついてはこちら

どんなところなら
相談しやすい？

人がいない静かなところ　

ゆっくり話す時間を作ってくれるところ

解決までしてくれるところ

など
など

どんなことに
困っている？

日本語が難しい

家から学校が遠い

信頼して悩みを言っても「いつも
のこと」と大げさに思われる

など

どんな場所があると嬉しい？

家や学校にいたくない時に
気軽に行ける場所

遊び道具があって広いところ

など

～こどもたちが作ったオリジナルかるた～

など

やめてよね　いじるのちょっと　きずつくよ　
みんなでなくそう　「いじめ」を
おもいあおう「いきもの」を

紙
お
む
つ
を
利
用
し
て
い
る
人（
世
帯
）

に
ご
み
シ
ー
ル
を
追
加
交
付

　
紙
お
む
つ
を
常
時
利
用
し
て
い

る
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
が
い
る
世

帯
に
、
申
請
に
よ
り
ご
み
シ
ー
ル

を
追
加
交
付
し
ま
す
。

※
産
後
の
里
帰
り
な
ど
で
本
市
に

居
住
し
て
い
る
人
も
対
象
で
す
。

交
付
申
請　
４
月
１
日
㈫
～
、
該

当
す
る
乳
幼
児
の
生
年
月
日
が
確

認
で
き
る
も
の
（
健
康
保
険
証
、

資
格
確
認
書
、
医
療
証
な
ど
）
を

持
っ
て
、
環
境
衛
生
課
ま
た
は
金

剛
連
絡
所
へ
。

※
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。
里
帰

り
な
ど
の
場
合
は
、
常
時
申
請
を

受
け
付
け
て
お
り
、
そ
の
都
度
申

請
が
必
要
で
す
。

交
付
申
請　
４
月
１
日
㈫
～
、環

境
衛
生
課
、金
剛
連
絡
所
に
備
え

付
け
の
申
請
書
に「
障
が
い
者
等

日
常
生
活
用
具
給
付
等
決
定
通
知

書
」の
コ
ピ
ー
を
添
付
す
る
か
、次

の
い
ず
れ
か
の
人
に
証
明
を
受
け

て
、環
境
衛
生
課
ま
た
は
金
剛
連

絡
所
へ
。

・
医
師
（
開
業
医
、
か
か
り
つ
け

医
な
ど
）

・
地
域
の
民
生
委
員

・
町
総
代
（
自
治
会
長
）

・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

※
初
め
て
の
申
請
に
は
証
明
が
必

要
で
す
。

※
２
年
目
以
降
、
証
明
は
不
要
で

す
が
、
申
請
は
必
要
で
す
。

問
環
境
衛
生
課
（
内
線
１
４
４
～

1
４
６
）

乳
幼
児
ご
み
シ
ー
ル

高
齢・障
が
い
者
ご
み
シ
ー
ル

　
高
齢
や
身
体
の
障
が
い
な
ど
の

た
め
、
紙
お
む
つ
、
ス
ト
マ
、
腹

膜
透
析
液
バ
ッ
グ
を
常
時
利
用
し

て
い
る
人
に
、
申
請
に
よ
り
ご
み

シ
ー
ル
を
追
加
交
付
し
ま
す
。
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令
和
７
年
５
月
か
ら
、
保
護
者

が
就
労
し
て
い
な
く
て
も
、
子
ど

も
を
保
育
所
な
ど
に
預
け
ら
れ
る

同
制
度
を
試
行
実
施
し
ま
す
。

　
保
育
所
な
ど
に
預
け
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、保
護
者
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
や
、子
ど
も
に
関
す
る
専
門

的
な
知
識
を
持
つ
保
育
士
と
相
談

す
る
機
会
が
持
て
ま
す
。ま
た
、同

世
代
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
過

ご
す
時
間
が
増
え
、遊
ぶ
楽
し
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
、子
ど
も
の

成
長
を
促
せ
る
良
い
機
会
に
な
り

ま
す
。

実
施
期
間　
５
月
１
日
㈭
～
令
和

８
年
３
月
31
日
㈫

実
施
園　
市
立
若
葉
保
育
園
（
若

松
町
三
丁
目
２
の
20
）

対
象　
保
育
園
な
ど
に
通
っ
て
い

な
い
本
市
在
住
の
0
歳
６
カ
月
～

満
３
歳
未
満
の
子
ど
も

募
集
人
数　

１
日
当
た
り
６
人 

（
午
前
・
午
後
各
３
人
）

申
し
込
み　
４
月
１
日
㈫
～
15
日

㈫
、正
午
ま
で
に
、下
図

か
ら
申
し
込
み（
申
し
込

み
多
数
の
場
合
抽
選
）

※
こ
ど
も
育
成
課
（
市
役
所
４
階

21
番
窓
口
）
で
も
受
け
付
け
。

※
保
育
時
間
や
費
用
な
ど
に
つ
い

て
は
右
下
図
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
度
に
申
し
込
み
を
し
た
人

も
新
た
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
こ
ど
も
育
成
課
（
内
線
２
９
２

～
２
９
４
）

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
を

試
行
実
施
し
ま
す

５
月
１
日
㈭
～
、
若
葉
保
育
園
で

「ママサポとっぴーず訪問」の	
対象年齢を拡充します
　平成24年度より本市の独自事業として、
公立保育園の保育士が中心となり、在宅で
子育てしている家庭を定期的に訪問し、育
児の話をしたり、子育てを応援する市の取
り組みや施設を紹介したりしています。
対象年齢　３～５歳の子ども
※申し込みは不要です。

問こども政策課（内線203）

休日保育事業
終了のお知らせ

　
こ
れ
ま
で
、
み
ど
り
保
育
園
で

実
施
し
て
い
ま
し
た
休
日
保
育
事

業
は
利
用
者
の
減
少
に
伴
い
、
令

和
７
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
終
了

し
ま
す
。

問
こ
ど
も
育
成
課
（
内
線
２
９
２

～
２
９
４
）

　

４
月
１
日
㈫
か
ら
新
登
場

の
「
富
田
林
市
子
育
て
ア
プ
リ

T
o
n
T
o
n
」
は
、
主
に
妊
娠

期
か
ら
出
産
・
育
児
期
ま
で
の
人

に
役
立
つ
機
能
が
詰
ま
っ
た
子
育

て
ア
プ
リ
で
す
。

ア
プ
リ
の
機
能

・
子
ど
も
の
成
長
記
録
を
管
理
＆

家
族
と
共
有

　
子
ど
も
の
成
長
記
録
や
乳
幼
児

健
診
な
ど
母
子
健
康
手
帳
の
内
容

を
記
録
・
管
理
で
き
、
家
族
と
も

共
有
で
き
ま
す
。

・
市
内
の
子
育
て
イ
ベ
ン
ト
を
掲
載

　
園
庭
開
放
な
ど
市
で
開
催
さ
れ

る
子
育
て
向
け
イ
ベ
ン
ト
の
情
報

を
掲
載
し
ま
す
。

・
子
育
て
施
設
の
検
索

　
市
内
の
子
育
て
支
援
施
設
な
ど

を
検
索
で
き
ま
す
。

・
子
育
て
情
報
を
プ
ッ
シ
ュ
通
知

で
お
届
け

　
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
育
児
に

役
立
つ
情
報
を
、
プ
ッ
シ
ュ
通
知

で
お
届
け
し
ま
す
。

みどり保育園

※
ア
プ
リ
の
提
供
開
始
に
伴
い
、

「
富
田
林
市
子
育
て
応
援
サ
イ
ト

T
o
n
T
o
n
」
と
F
a
c
e
b

o
o
k
ア
カ
ウ
ン
ト
「
富
田
林
市

子
育
て
福
祉
部
（
子
育
て
支
援
情

報
）」
は
令
和
７
年
3
月
31
日
を

も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

問
こ
ど
も
政
策
課（
内
線
２
０
５
）

子育てイベント	
などの情報を掲載

母子健康手帳の記
録をスマホで管理

地域の子育てお役立
ち情報を掲載

らくらく検索子育て
施設がすぐ見つかる

新登場！ 富田林市子育てアプリ
T
ト ン ト ン

onTon の提供を開始します！

アプリのダウン
ロードはこちら

４月１日㈫～
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高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

～
65
歳
以
上
で
同
予
防
接
種
を
初
め
て
受
け

る
人
に
公
費
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
～

　

本
市
で
は
、65
歳
以
上
で
接
種

を
希
望
す
る
人
に
公
費
助
成
を
し

て
い
ま
す
。な
お
、本
市
に
よ
る
公

費
助
成
は
生
涯
に
一
度
限
り
で
す
。

対
象
者　
接
種
日
時
点
で
、
本
市

に
住
民
登
録
を
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
公
費
助
成
を
受
け
て
接
種
し

た
こ
と
が
な
く
、
次
の
①
～
③
の

い
ず
れ
か
を
満
た
す
人

①
満
65
歳
の
人（
定
期
接
種
対
象
者
）

②
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、

心
臓
、腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の

機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活

が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障

が
い
を
有
す
る
人
お
よ
び
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）に
よ

り
免
疫
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と

ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い
を

有
す
る
人（
右
記
の
範
囲
で
身
体

障
が
い
者
手
帳
１
級
を
有
す
る
人

ま
た
は
同
程
度
の
障
が
い
が
あ
る

人
）（
定
期
接
種
対
象
者
）

③
満
66
歳
以
上
の
人
（
任
意
接
種

対
象
者
）

費
用　
３
０
０
０
円　

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
で
、
①
②

の
人
は
生
涯
に
一
度
限
り
無
料
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、接

種
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　
接
種
前
に
保
健
セ
ン

タ
ー
〔
☎

（28）
５
５
２
０
〕
へ
（
右

図
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
）

※
申
込
者
に
予
診
票
と
実
施
医 

療
機
関
一
覧
表
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
予
診
票
が
届
き
ま
し
た
ら
、

希
望
す
る
実
施
医
療
機
関
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

令和７年度介護保険料	
仮決定通知書を発送
　65歳 以 上 の 人 に ４ 月 中 旬
までに同通知書を発送します
ので、コンビニエンスストア
や MMK 設 置 店、Pay Pay、au 
PAY、d 払い、J-Coin Pay、楽
天ペイ、取扱金融機関または市
役所で納入期限内に保険料を納
付してください。
　口座振替の申し込みをしてい
る人は指定口座より引き落とし
ます。特別徴収の人は年金から
天引きします。
問高齢介護課（内線175、176）

　
ふ
ん
・
尿
は
可
能
な
限
り
自
宅

の
ト
イ
レ
で
済
ま
せ
、
散
歩
は
運

動
を
目
的
と
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。万
一
、散
歩
時
に
ふ
ん
・

尿
を
し
た
と
き
の
た
め
に
、
ふ
ん

を
持
ち
帰
る
「
ビ
ニ
ー
ル
袋
」
や

尿
を
流
す
た
め
に
「
水
入
り
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
」
な
ど
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
ふ
ん
・
尿
を
さ
せ
る
場

所
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
他
人

の
家
の
塀
や
構
造
物
な
ど
を
さ
け

て
、
草
む
ら
な
ど
周
囲
に
影
響
の

少
な
い
所
を
選
ぶ
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

問
環
境
衛
生
課
（
内
線
１
３
９
、

１
７
１
）

犬
の
飼
い
主
の

マ
ナ
ー

国
民
健
康
保
険
総
合
健
康

診
断（
人
間
ド
ッ
ク
）を
実
施

　
加
入
者
の
健
康
保
持
増
進
の

た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ　
済
生
会
富
田
林
病
院

健
診
セ
ン
タ
ー
、
Ｐ
Ｌ
病
院　

対
象
者　
市
国
民
健
康
保
険
加

入
者
で
、
同
一
年
度
内
に
人
間

ド
ッ
ク
、
特
定
健
康
診
査
を
受

診
し
て
い
な
い
人

※
同
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る

人
に
限
り
ま
す
。

費
用　
有
料（
市
が
２
分
の
１

負
担
）

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
保
険
年
金
課
の
ペ
ー
ジ
）

ま
た
は
特
定
健
康
診
査
受
診
券

に
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課（
内
線
１
５
５
）

　
令
和
６
年
度
住
民
税
非
課
税
世

帯
が
対
象
の
、富
田
林
市
物
価
高

騰
対
応
低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金

（
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
、こ
ど
も

加
算
２
万
円
）
は
、対
象
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
人
に
既
に
案
内
を

送
付
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
申
請

期
日
を
４
月
22
日
㈫
に
延
長
し
ま

す
。

　
要
件
に
該
当
す
る
人
で
、
ま
だ

申
請
が
お
済
み
で
な
い
場
合
に
は
、

早
め
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

問
増
進
型
地
域
福
祉
課
（
内
線

２
７
５
）

給付金の申請期限を
延長します

４月22日㈫まで延長

麻
し
ん
風
し
ん（
M
R
）	

ワ
ク
チ
ン
の
令
和
６
年
度

定
期
接
種
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
人
へ

　
接
種
期
間
が
２
年
延
長
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
左
図
か
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー
〔
☎

（28）
５
５ 

２
０
〕

MR Ⅰ・Ⅱ期

風しん５期
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

お
知
ら
せ
と
納
付
方
法

■
普
通
徴
収
の
人

（
年
金
か
ら
天
引
き
で
な
い
場
合
）　

　
今
年
７
月
に
、
令
和
７
年
度
の

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
決
定

（
本
算
定
）に
係
る
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。
通
知
書
に
基
づ
き
、
納

付
書
払
い
や
口
座
振
替
な
ど
の
方

法
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
状
況
に
よ
り
、
10
月
よ
り
特
別

徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
に

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
特
別
徴
収
の
人

（
年
金
か
ら
天
引
き
の
場
合
）

　
年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以

上
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
年
６

回
（
偶
数
月
）
の
年
金
受
給
時
に
、

次
の
と
お
り
年
金
か
ら
保
険
料
が

天
引
き
さ
れ
ま
す
。

◇
４・６・８
月
分　
令
和
６
年
度

は
普
通
徴
収
で
納
付
さ
れ
て
お
り
、

誕
生
月
に
よ
り
今
年
４・６・８
月

か
ら
新
た
に
特
別
徴
収
と
な
る
人

に
は
、
令
和
６
年
度
の
保
険
料
額

を
も
と
に
仮
徴
収
額
を
決
定
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
事
前
に
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。

　
今
年
２
月
に
保
険
料
を
特
別
徴

収
で
納
付
し
、
４・６・８
月
の
年

金
受
給
時
に
、
２
月
の
納
付
額
と

同
額
を
仮
徴
収
額
と
し
て
特
別
徴

収
す
る
場
合
、
通
知
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
な
お
、
年
金
天
引
き
額
が
同
じ

年
の
間
で
変
動
す
る
場
合
は
、
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

◇
10
・
12
・
２
月
分　
令
和
７
年
度

の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
決

定
（
本
算
定
）
さ
れ
、
10
月
分
以

降
が
特
別
徴
収
と
な
る
場
合
、
7

月
に
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

■
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
に
変

更
で
き
ま
す

　
保
険
料
の
納
付
方
法
が
特
別
徴

収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
の
人

や
、
新
た
に
特
別
徴
収
に
変
更
さ

れ
る
人
は
、
申
し
出
に
よ
り
年
金

か
ら
の
天
引
き
を
口
座
振
替
で
の

納
付
に
変
更
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
（
内
線
１
５
９
）

後期高齢者医療制度	 	 	 	
健康診査・歯科健康診査の受診を
　４月下旬から５月上旬に、加入者へ健康診査の受診
券と歯科健康診査の実施登録歯科医院リストを別々に
送付します。
　受診券に記載された有効期限内に、指定の医療機関
などで、健康診査と歯科健康診査をそれぞれ１回ずつ、
無料で受診できます。
※事前に、受診する医療機関へ連絡が必要です。
※年度途中に新たに加入した人には、誕生月の翌月に
送付します。
※受診時の持ち物など詳しくは、同封の案内をご覧く
ださい。
問保険年金課（内線159）、府後期高齢者医療広域連
合給付課〔☎06（4790）2031〕

後期高齢者医療制度	 	 	 	
人間ドック費用の一部を助成
　被保険者を対象に、人間ドックの受診費用の一部を助
成しています（２万6000円を限度に年度内１回限り）。
※追加検査項目、脳ドック、がん検診は対象外です。
申し込み　受診後に、受診した人間ドックの領収書、
検査結果通知書など受診した検査項目が分かるもの、
被保険者証、資格確認書など、助成金を振り込むため
の口座番号が確認できるものを持って、保険年金課へ
問保険年金課（内線159）、府後期高齢者医療広域連
合給付課〔☎06（4790）2031〕

お
届
け
し
ま
す
！

特
定
健
康
診
査
受
診
券

　
40
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
に
対
し
、
４
月
下
旬
に
「
特

定
健
康
診
査
受
診
券
」
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
令
和
８
年
３
月
31
日

㈫
ま
で
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ 

ー
ム
に
着
目
し
た
健
康
診
査

※
同
一
年
度
内
に
受
診
券
を
利
用

で
き
る
の
は
、「
国
民
健
康
保
険

総
合
健
康
診
断
（
人
間
ド
ッ
ク
）」

と
「
特
定
健
康
診
査
」
の
ど
ち
ら

か
一
方
で
す
。

対
象
者　
市
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
う
ち
、実
施
年
度
中（
４
月
１

日
～
翌
年
３
月
31
日
）
に
40
～
74

歳
に
な
る
人
に
年
１
回
実
施
（
昭

和
25
年
９
月
～
26
年
３
月
生
ま
れ

の
人
に
限
り
誕
生
日
の
前
日
ま
で

受
診
可
）。
た
だ
し
、
11
月
１
日
以

降
に
同
保
険
に
加
入
し
た
人
は
除

き
ま
す
。

費
用　
無
料

※
詳
し
く
は
、
受
診
券
に
同
封
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
実
施
医

療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
、
追
加

項
目
検
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
資
格
喪
失
し
た
場
合
は
受
診
券

の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。全
額
自
費

負
担
と
な
り
ま
す
。
資
格
喪
失
の

届
け
出
の
遅
れ
な
ど
で
喪
失
日
を

さ
か
の
ぼ
っ
た
場
合
も
同
様
で
す
。

※
案
内
の
た
め
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

か
ら
電
話
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
保
険
年
金
課
（
内
線
１
５
５
）
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重度障がい者タクシー利用券	
（基本料金補助）を送付
　本市では、身体障がい者手帳（１・
２級）、療育手帳（Ａ判定）、精神障が
い者保健福祉手帳（１級）のいずれか
をお持ちの人を対象に、タクシー料金
の一部（基本料金）を補助する重度障
がい者タクシー利用券を交付していま
す。
　現在、同利用券（桃色）をお持ち
の人は３月31日までが有効期限です。
引き続き要件に該当する人には、新し
い同利用券（もえぎ（きみどり）色）
を３月末に自宅へ郵送しました。新し
い同利用券（もえぎ（きみどり）色は
４月１日㈫より利用できます。
　届かない場合は障がい福祉課までご
連絡ください。なお、昨年度に交付申
請していない人や初めて利用する人に
ついては申請手続きが必要です。
交付枚数　年間36枚　
※５月以降、新たに申請した人は交付枚
数が異なります。
※福祉施設などへ入所している人は対
象外ですので交付できません。
問障がい福祉課（内線193）

　
毎
年
、４
月
２
日
は
、国
連
が
定

め
た「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」で

す
。
ま
た
、こ
の
日
か
ら
８
日
ま
で

を「
発
達
障
が
い
啓
発
週
間
」と
位

置
付
け
、自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る

発
達
障
が
い
へ
の
理
解
促
進
の
た

め
、全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
が
社
会

の
中
で
自
立
し
て
い
く
た
め
に
は
、

発
達
障
が
い
に
対
す
る
私
た
ち
一

人
一
人
の
理
解
が
必
要
で
す
。自

閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
が

い
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
・
日
本
実
行
委
員
会
公
式
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー	
	

「
も
っ
と
知
ろ
う
よ
、発
達
障
が
い
」

　
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る「
発
達

障
が
い
」に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　
４
月
20
日
㈰
、午
後
１
時

～
３
時　
定
員　
１
０
０
０
人

参
加
費　
無
料

申
し
込
み　
４
月
11
日
㈮
ま
で
に
、

府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（「
世
界
自
閉
症

啓
発
デ
ー
」
お
よ
び
「
発
達
障
が

い
啓
発
週
間
」
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら

申
し
込
み
（
申
し
込
み
先
着
順
）

問
府
地
域
生
活
支
援
課
〔
☎
０
６

（
６
９
４
４
）
９
１
７
９
〕

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」

「
発
達
障
が
い
啓
発
週
間
」

毎
年
４
月
２
日
は

４
月
２
日
～
８
日
は

身
体
障
が
い
者
補
助
犬	

使
用
者
の
募
集

　
身
体
障
が
い
者
の
自
立
と
社

会
参
加
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、

盲
導
犬
、介

助
犬
、
お
よ

び
聴
導
犬
の

使
用
希
望
者

を
募
集
し
ま

す
。

申
し
込
み　
障
が
い
福
祉
課（
内

線
１
９
２
）に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、４

月
18
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
、
郵

送
で
、〒
5
４
０・
８
５
７
０

大
阪
市
中
央
区
大
手
前
二
丁

目　
府
障
が
い
福
祉
室
自
立
支

援
課
〔
☎
０
６
（
６
９
４
４
）

９
１
７
６
〕
へ

特別障がい者手当・	 	
障がい児福祉手当の申請

　
日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
時
特

別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
重
度
の

心
身
障
が
い
者（
児
）に
対
し
、特

別
障
が
い
者
手
当
・
障
が
い
児
福

祉
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者　
在
宅
で
常
時
特
別
な
介

護
を
必
要
と
す
る
重
度
心
身
障
が

い
者
（
児
）

※
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
施
設
入
所
者
や

長
期
入
院
（
障
が
い
児
福
祉
手
当

は
除
く
）
し
て
い
る
場
合
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
額　
特
別
障
が
い
者
手
当
＝

月
額
２
万
９
５
９
０
円
、
障
が
い

児
福
祉
手
当
、
福
祉
手
当
（
経
過

措
置
分
）
＝
月
額
１
万
６
１
０
０

円※
令
和
７
年
４
月
分
よ
り
支
給
額

が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

問
障
が
い
福
祉
課（
内
線
１
９
４
）

在宅介護支援センター閉鎖のお知らせ
　高齢者の総合相談窓口である在宅介護支援センター（８
カ所）のうち、下記の施設は３月31日をもって閉鎖します。

問高齢介護課（内線183）

施設名 電話番号
在宅介護支援センター喜志菊水苑

（喜志町三丁目１の 33） 〔☎（26）0056〕

在宅介護支援センターオレンジ荘
（大字龍泉 877 の 78） 〔☎（33）0911〕
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令和６年中の
災害状況

　
令
和
６
年
中
、
大
阪
南
消
防
組

合
管
内
で
発
生
し
た
火
災
は
96
件

で
死
者
は
６
人
、
負
傷
者
は
25
人

で
し
た
。
火
災
の
内
訳
は
建
物
火

災
が
67
件
、車
両
火
災
が
６
件
、林

野
火
災
が
１
件
、
そ
の
他
火
災
が

22
件
で
し
た
。

　
春
先
は
空
気
の
乾
燥
に
加
え
て
、

風
が
強
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
火

災
の
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

な
お
一
層
の
火
の
用
心
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
次
に
救
急
車
の
出
動
件
数
は
、

３
万
２
８
８
８
件
で
し
た
。
救
急

の
内
訳
は
急
病
が
２
万
２
１
２
７

件
、一
般
負
傷
が
６
０
２
４
件
、交

通
事
故
が
１
８
６
３
件
、
そ
の
他

が
２
８
７
４
件
で
し
た
。

　
体
の
調
子
が
悪
い
と
感
じ
た
と

き
に
は
早
め
に
近
く
の
医
療
機
関

を
受
診
し
、
救
急
車
の
適
正
利
用

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

災害内容 件数 前年比
火災 25 ｰ４

救急 7131 +285

救助 169 +35

その他 536 ｰ 65

合計 7861 ＋ 251

令和６年富田林市の災害件数

定
期
普
通
救
命
講
習

と
き　
５
月
10
日
㈯
、
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分
（
ウ
ェ
ブ

講
習
修
了
者
は
、
午
後
２
時
30

分
～
４
時
30
分
）

と
こ
ろ　
柏
原
市
立
国
分
図
書

館（
柏
原
市
田
辺
一
丁
目
３
の
７
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

内
容　
A
E
D
の
使
い
方
や
心

肺
蘇
生
法
を
学
ぶ

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

定
員　
30
人　
費
用　
無
料

申
し
込
み　
４
月
10
日
㈭
、
午

前
９
時
～
、
電
話
で
、
大
阪

南
消
防
局
救
急
課〔
☎
０
７
２

（
９
５
８
）９
９
３
２
〕へ
（
申

し
込
み
先
着
順
）

防
火
管
理
者
講
習

と
き　
甲
種
＝
５
月
29
日
㈭
、

30
日
㈮（
全
２
回
）、乙
種
＝
５

月
29
日
㈭

と
こ
ろ　
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

（
市
民
会
館
）　
定
員　
78
人

申
し
込
み　
４
月
10
日

㈭
～
17
日
㈭
に
、下
図
か

ら
申
し
込
み（
申
し
込
み

先
着
順
、電
話
申
し
込
み
不
可
）

問（
一
財
）大
阪
府
消
防
防
災
協

会〔
☎
０
６（
６
９
４
３
）７
６
５
４
〕

女
性
消
防
団
員

の
募
集

春の全国交通
安全運動

全
国
重
点

・
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者

が
安
全
に
通
行
で
き
る
道
路
交
通

環
境
の
確
保
と
正
し
い
横
断
方
法

の
実
践

・
歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と
な

が
ら
運
転
等
の
根
絶
や
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
適

切
な
使
用
の
促
進

・
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付

自
転
車
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
と
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
の
徹
底

ス
ロ
ー
ガ
ン

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト　
か
ぶ
る
あ
な
た

は　
か
っ
こ
い
い

　
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に
は
、

一
人
一
人
が
交
通
安
全
に
対
す
る

意
識
を
高
め
、
基
本
的
な
ル
ー
ル

を
守
り
、
安
全
な
行
動
を
実
践
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
交
通
事
故

に
あ
わ
な
い
よ
う
に
一
層
の
注
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
交
通
政
策
室
（
内
線
４
１
６
）

４月６日～ 15日

　
市
消
防
団
の
女
性
消
防
団
隊
は

令
和
２
年
10
月
１
日
に
発
足
し
、

現
在
12
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。　

左
記
の
通
り
、
女
性
消
防
団
員
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容　
防
災
に
関
す
る
訓
練

へ
の
参
加
、
火
災
予
防
に
関
す
る

予
防
啓
発
活
動
お
よ
び
指
導
消
防

団
各
種
行
事
へ
の
参
加
、
災
害
発

生
時
の
後
方
支
援

対
象
者　
健
康
で
防
災
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が
あ
り
、
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
18
歳
以

上
の
女
性

※
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
危
機
管
理
室（
内
線
９
３
６
２
）

問
大
阪
南
消
防
局
人
事
企
画
課

〔
☎
０
７
２（
９
５
８
）９
９
８
８
〕

指定避難所の解除について
　本市の指定避難所であった下
記施設について、令和７年３月
の市外への移転に伴い、指定を
解除しました。
対象施設　学校法人藍野大学　
藍野大学短期大学部大阪富田林
キャンパス
　この機会に、市のウェブサイ
トなどで最新の避難所情報を確
認し、災害時における避難所の
場所や避難ルートについて、今
一度、確認しましょう。
※右図からご覧くださ
い。
問危機管理室（内線9503）
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ひ
と
休
み
ベ
ン
チ
寄き

附ふ

制
度
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　
同
制
度
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
外

出
時
に
安
心
し
て
休
憩
で
き
る
空

間
を
確
保
す
る
た
め
に
、個
人
、
企

業
お
よ
び
団
体
な
ど
か
ら
ベ
ン
チ

を
寄
附
い
た
だ
き
、バ
ス
停
留
所
や

公
園
な
ど
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
附
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

設
置
場
所　
市
内
の
バ
ス
停
留
所

や
公
園
な
ど
の
公
共
用
地
や
そ
の

他
こ
れ
に
類
す
る
場
所
の
う
ち
、管

理
上
支
障
の
な
い
場
所

ベ
ン
チ
１
台
あ
た
り
の
金
額

14
万
３
０
０
０
円

※
工
事
費
は
市
が
負
担
し
ま
す
。

※
税
金
の
寄
附
控
除
が
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

寄
附
の
申
出
方
法　
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
す
ば
る
ホ
ー

ル
４
階
道
路
公
園
課
へ

※
申
請
用
紙
は
、同
課
で
配
布（
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
同
課

の
ペ
ー
ジ
）か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）。

新しく設置されたひと休みベンチ問
道
路
公
園
課
（
内
線
４
１
２
、

４
１
４
）

寄贈：おそうじ本舗 富田林西店様

向陽台三丁目バス停留所 富田林駅北広場富田林
病院バス停留所

寄贈：株式会社 谷製作所様

喜志駅西広場喜志駅前
バス停留所

大相撲三月場所（大阪場所）大阪府知事賞の
副賞に本市の産品が選ばれました
　大相撲令和６年三月場所の幕内最高優勝力士である
尊
たける

富士関の栄誉をたたえ、千秋楽の表彰式において、
大阪府知事賞を贈呈しました。
　令和６年度から、大阪産（もん）・大阪産（もん）
名品に加えて、大阪製ブランドの商品も贈呈されるこ
とになり、本市からは、富田林の海老芋缶詰・大阪茄
子・河内もなかが選ばれました。

問農業創造課（内線441）

Ｐｉｃｋ　Ｕｐ！ 　２月21日、第48回スポーツチャ
ンバラ世界選手権大会に出場され
た喜志中学校２年生の山下 勇翔さ
ん（「長剣フリー２・３級の部」で第
３位）、喜志西小学校４年生の山下 
健心さん（「楯小太刀５・６級の部」

で第３位）、寺池台小学校２年生の西浦 悠生さん（「長剣
フリー７～10級の部」で準優勝）が表敬訪問されました。

　２月13日、第５回リアビ
ズ高校生模擬起業グラン
プリ全国大会で羽曳野の
ワイン用ぶどうを使用した
B
ビ ー オ ン

-on ぶどうゼリーで銀賞
を受賞された、富田林高校
のグレープチャームの皆さ
んが表敬訪問されました。

放置自転車等の取り扱いが変わります
　自転車等放置禁止区域に指定されていない市が管
理する道路（放置禁止区域外）における放置自転車
などについて、富田林市自転車等の放置防止に関す
る条例が一部改正され、令和７年４月１日以降、次
のとおり取り扱います。
・放置禁止区域外に１週間以上放置された自転車な
どを自転車等保管所へ移送します。
・保管所へ移送した自転車などの所有者に返還を促
すため、市から通知を行います。
・当該自転車などの所有者への返還に際し保管料を
徴収します。
　なお、自転車等放置禁止区域に指定されている区
域内の放置自転車などの取り扱いについての変更は
ありません。自転車などを道路上に放置することは、
通行の支障となるため、放置しないようにしましょう。
問交通政策室（内線416）

富田林市海老芋振興協議会会計・浅岡 敬勝さん（左）、JA 大阪南なす部
会副会長・古川 雅英さん（右）

（現在設置済みのベンチ：合計 11 台）
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住
民
活
動
災
害
保
障
保
険
は
、

住
民
団
体
が
日
帰
り
で
実
施
す
る

無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地

域
で
の
社
会
奉
仕
活
動
（
清
掃
活

動
、
防
火
・
防
災
活
動
、
防
犯
活

動
、
社
会
福
祉
活
動
な
ど
）
中
の

事
故
・
災
害
に
対
し
、責
任
者
の
賠

償
責
任
や
参
加
者
の
け
が
に
よ
る

入
院
・
通
院
な
ど
の
費
用
を
市
で
補ほ

填て
ん

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、住
民
活
動

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
保
険
に
は
、
市
が
一
括
加
入

し
、
保
険
料
も
市
で
負
担
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
分
の
加
入
申
請
を

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

保
険
期
間　
６
月
１
日
㈰
～
令
和

８
年
６
月
１
日
㈪

加
入
で
き
る
団
体　
活
動
拠
点
が

市
内
に
あ
り
、
市
内
に
居
住
し
て

い
る
５
人
以
上
で
構
成
す
る
団
体

（
指
導
者
お
よ
び
育
成
者
は
市
外

在
住
で
も
可
）
で
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
社
会
奉
仕
活
動

な
ど
の
社
会
福
祉
向
上
の
た
め
の

活
動
を
無
報
酬
で
行
う
団
体

保
険
の
内
容

《
賠
償
責
任
保
険
》

・
対
人
賠
償
限
度
額
＝
被
害
者
１

人
に
つ
き
２
０
０
０
万
円
、
１
事

故
に
つ
き
１
億
円

住
民
活
動
災
害
保
障
保
険
の

加
入
申
請
を
受
け
付
け

・
対
物
賠
償
限
度
額
＝
１
事
故
に

つ
き
５
0
０
万
円

※
い
ず
れ
も
免
責
１
万
円
。

《
傷
害
保
険
》

・
死
亡
＝
２
０
０
万
円

・
後
遺
障
害
＝
６
万
～
２
０
０
万
円

・
入
院
＝
１
日
１
５
０
０
円

・
通
院
＝
１
日
１
０
０
０
円

※
入
院
、通
院
は
事
故
日
よ
り
対
象

で
す
。入
院
保
険
金
は
１
８
０
日
間
、

通
院
保
険
金
は
１
８
０
日
間
以
内

で
通
院
日
数
90
日
間
が
限
度
で
す
。

※
自
ら
の
娯
楽
な
ど
を
目
的
と
し

た
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
・
親
睦
活
動

な
ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み　
４
月
14
日
㈪
ま
で
に
、

申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

昨
年
度
の
活
動
実
績
（
活
動
回
数

と
活
動
人
数
を
ま
と
め
た
資
料
）

と
今
年
度
の
活
動
予
定
を
添
え
て
、

人
権
・
市
民
協
働
課（
す
ば
る
ホ
ー

ル
４
階
）
ま
た
は
各
団
体
の
関
係

す
る
部
署
へ
（
初
め
て
加
入
申
請

さ
れ
る
団
体
は
、
会
員
名
簿
を
併

せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

※
申
請
用
紙
は
、同
課
で
配
布（
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
同
課
の
ペ
ー
ジ
）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）。

問
人
権
・
市
民
協
働
課
（
内
線
４ 

７
３
）

募
集
戸
数　
13
戸
程
度

申
込
資
格　
次
の
全
て
に
該
当
す

る
人

・
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

・
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

・
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
あ
る
世
帯

※
未
届
け
の
夫
（
妻
）、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ·

フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
書
受
領
証
を
交
付
さ
れ
た

人
を
含
む
。

市民体験農園利用者を募集
　市民が土に親しみ、収穫の喜びや楽しさ
を味わい、農業に対する理解を深めること
ができる「市民体験農園」があります。
　利用できる農園は、約15㎡程度で初心
者でも管理しやすい小区画となっており、
複数区画の利用が可能です。年間を通じて
自由な時間に、好きな作物を栽培すること
ができます。
※詳しくは市ウェブサイト（農業
創造課のページ）をご覧ください。

問農業創造課（内線446）

創業支援セミナー
　市内で創業を考えている人を対象に、
創業支援セミナーを開催します。
　全日程を受講して証明書を発行され
た人は、創業の際にさまざまな優遇措
置を受けることができます。
とき　４月17日㈭、５月２日㈮、９日
㈮、16日㈮、いずれも午後２時～４時

（全４回）
ところ　LICはびきの（羽曳野市軽里一
丁目１の１）　定員　20人
申し込み　４月７日㈪～、申し込み用紙
に必要事項を記入し、ファクスで、富
田林商工会〔FAX(25)9009〕へ（申し込
み先着順）
※申し込み用紙は右図からダ
ウンロードできます。

・
公
営
住
宅
法
に
基
づ
く
収
入
基

準
に
合
う
人

・
福
祉
募
集
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯
、
ま
た

は
ひ
と
り
親
世
帯
で
あ
る
人

※
一
部
の
住
宅
は
高
齢
者
な
ど
の

単
身
者
で
も
申
し
込
み
可
。

申
し
込
み　
４
月
１
日
㈫
～
15
日

㈫
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
に
、
市

営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
（
若
松
町

一
丁
目
３
の
22
の
103
）、住
宅
政
策

課
、金
剛
連
絡
所
、Tと

ん

ぱ

る

O
N
P
A
L

（
多
文
化
共
生
・
人
権
プ
ラ
ザ
）、

南
河
内
府
民
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す

る
申
込
書
を
指
定
の
封
筒
で
郵
送

（
消
印
有
効
）

問
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー〔
☎
(26)

８
５
０
７
〕

市
営
住
宅
の	

入
居
者
を
募
集
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【
小
学
生（
低
学
年
）の
部
】

《
天
賞
》

石
川
で　

カ
ワ
バ
タ
モ
ロ
コ　

見
つ
け
た
よ　
　
安
井　
太
志

《
地
賞
》

町
た
ん
け
ん　
ぎ
ゅ
う
に
ゅ
う

や
さ
ん　
し
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
中
島　
一
途

《
人
賞
》

だ
ん
じ
り
は　
ぱ
ぱ
が
や
っ
て

る　
た
の
し
そ
う　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
西
村　
桜
香

【
小
学
生（
高
学
年
）の
部
】

《
天
賞
》

金
剛
山　
白
く
そ
ま
っ
て　
冬

と
う
ら
い　
　
　
　
橘　
桜
矢

　「
富
田
林
の
え
え
と
こ
」
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
た
川
柳
に
、
小

学
生
（
低
学
年
）
の
部
、
小
学
生
（
高
学
年
）
の
部
、
中
学
生
の

部
あ
わ
せ
て
８
７
５
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
小
学
生
（
低
学
年
）
の
部
、
小
学
生
（
高
学
年
）
の
部
、
中
学

生
の
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
３
点
の
作
品
が
入
賞
作
品
と
し
て
選
ば
れ

ま
し
た
。

問
生
涯
学
習
課
〔
☎

（26）
８
０
５
６
〕

《
地
賞
》

寺
内
町　

歴
史
に
誇
る　

興 

正
寺　
　
　
　
　
置
田　
真
大

《
人
賞
》

六
年
間　
友
と
歩
い
た　
寺
内
町　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
田
守　
梨
華

【
中
学
生
の
部
】

《
天
賞
》

ほ
か
ほ
か
の　

え
び
い
も
コ

ロ
ッ
ケ　
母
の
味　

　
　
　
　
　
　
　
髙
橋　
奈
祐

《
地
賞
》

誇
ら
し
い　
百
選
の
道　
寺
内
町

　
　
　
　
　
　
　
杉
田　
佳
音

《
人
賞
》

昼
間
で
も　
す
ば
る
ホ
ー
ル
で　

光
る
星　
　
　
　
福
永　
真
也

「
富
田
林
え
え
と
こ
ジ
ュ
ニ
ア
川
柳
」

入
選
作
品
決
定

文化事業を
助成します

　
文
化
振
興
基
金
を
活
用
し
て
、

市
の
文
化
振
興
を
図
る
た
め
に
実

施
す
る
文
化
事
業
に
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。

助
成
額　
飲
食
費
な
ど
を
除
く
対

象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限

30
万
円

対
象
事
業　
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
令
和
８
年
３
月
31
日
㈫
ま

で
に
実
施
し
、
確
認
書
類
を
提
出

で
き
る
事
業

・
団
体
結
成
後
の
節
目
（
10
周
年

な
ど
）
に
文
化
の
振
興
に
著
し
く

寄
与
す
る
事
業

・
団
体
が
文
化
の
振
興
の
た
め
に
、

特
に
意
義
が
あ
る
事
業

申
し
込
み　

５
月
７
日
㈬
ま
で

に
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
Ｔト

ピ

ッ

ク

ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
１
階
生
涯
学
習

課
〔
☎

（26）
８
０
５
６
〕
へ

※
申
請
書
は
同
課
で
配
布（
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（
生
涯
学
習
課
の
ペ
ー
ジ
）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）。

地
域
フ
ー
ド
バ
ン
ク
「
つ
な
が
り

フ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す

　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
の
寄
付

で
集
ま
っ
た
「
食
料
」
を
通
し
て

子
ど
も
食
堂
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
「
つ
な
サ
ポ
」
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
同
施
設
や
活
動
内
容

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
子
ど
も
向
け
の
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

と
き　
４
月
26
日
㈯
、
正
午
～
午

後
３
時

と
こ
ろ　

つ
な
が
り
フ
ー
ド
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
桜
井
町
一
丁

目
２
の
47
）

費
用　
無
料（
当
日
直
接
会
場
へ
）

金剛マルシェを開催！
　地元産のおいしい野菜や雑貨などの販売をはじめ、楽しんで
いただける企画を検討していますので、ぜひお越しください。
とき・内容　４月～９月の第４土曜日、金剛マルシェ＝
午前11時～午後３時、カレー食堂＝午前11時～午後１
時、野菜販売＝午後２時～３時
ところ　金剛銀座街商店街（寺池台一丁目９）
問金剛マルシェ実行委員会〔☎（29）8664〕

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問（
一
社
）富
田
林
市
人
権
協
議

会
〔
☎

（24）
３
７
０
０
〕、
増
進
型
地

域
福
祉
課
（
内
線
２
９
７
）

寄付などで集まった食料の仕分
け作業の様子

17

役所　☎ 0721(25)1000・FAX 0721(25)9037
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